嵯峨流庭古法秘伝之書

１、大意

· 概要

庭の発生

■口語訳

夫、天竺（インド）に庭を作り始めたのは、摩何陀国、浄飯大王の嫡子、悉多太子が出家することを強く望み、王宮をでようとした。大王がそれを聞いて、太子の御心を慰め、王宮に留まる方法はないかと宣下された。公卿が相談して大王に申したのは、太子の心を慰め王宮にとどめるためには、庭の四面に四季の有り様を作らせてはどうかというものであった。東は春の景色、南は夏、西は秋、北は冬の景色の庭を作らせた。これが、天竺での庭の始まりである。

２、地取りの図

· 概要

庭の地割り

■口語訳

庭を作るとき、土地の広狭があるかもしれないが、おおよそ地図の図の様に作る。また真行草によっては築山も島（中島）もなく、石ばかり立てる庭も図のように立てるべきである。横へわずかばかり長くても、奥に長くてもこの図を基本とするべきである。

3、 字の石組み

· 概要

石の置き方

■口語訳

庭の作り方は、公卿、武家、寺社、全部同じである。しかし武家の庭に多少の伝えがある。石を四つ立てて、五つ横に据えるという。これは九字の事を云う。これは敵や悪魔の進入を防ぐという意味である。長くてかけている石、片側が下がっている石、戸板のように横長で立てる石は、四つ立てて、五つ横に据える九字の石ではない。このような石は添え石がちょうどよい。九字の石は立石四つ、平石五つ据える事を云う。立てず臥せる石は立て横の石ではない。よくよく区別すること。

４，三忌五禍

· 概要

石組の禁止事項

■口語訳

庭の立石には３つの禁止事項と５つの禍がある。３つの禁止事項は、一つには家の棟を○○なり、長石を端から奥へ立てて、その家の棟に○○。もっとも、山谷奥には苦しからず、二つ目には主人島の前に角がある石を据えてはいいけない。三つ目には客人島の前に面が欠けている石を立てることなり。五つの禍とは、一つ目に（石の）根元が弱く、立てて頭が太くて地面の際が小さい石（逆三角形）。二つ目は二神を立てないこと、三つ目は礼拝石がないこと、四つ目は滝口はあるが水がないこと、五つ目は守護石がないことである。これら全て不吉なことである。

５，三尊石

· 概要

三尊石の置き方
■口語訳

庭の正面の奥に三尊石を立てる。これは主人を守る守護石という。石の後ろに山を築き、木を植え、また三尊石の外に蓮花石があるべきである。この石はこれといった形式もなく、立てる数も決まっていない。作者の考えによって決めるべきである。

６，築山の役石

· 概要

築山の役石の置き方
■口語訳

庭の左右、向かって左の奥（高山）から、不動石、童子岩、虎渓石、豹陰石がある。また、向かって右には山路があり奥から行路石、遊山石、道居石、がある。吐景石は左の（高山の）山頂に据える石である。庭に据える石の数は真行草の型によって決めるべきである。また、山間の二島に上座石が木の下に据えられている。これは他の石と別で秘石である。

７、二島と役石

· 概要

二島とその役石の置き方

■口語訳

庭の左右に必ず二島がある。右にあるのは客人島と言い、客拝石、対面石、履脱石、鴎宿石がある。左にあるのは主人島と言い、腰息石、安居石などがある。その他副石があるけれども数は決まっていない。

８、礼拝石

■概要

礼拝石の置き方

■口語訳

庭の正面には三尊石がある。その前に必ず礼拝石がある。石に寄り掛かるように二つ三つ据える。三尊石の後ろには山が有るべきである。山がなければ木を植えるべきである。

９、蓬莱山

· 概要

蓬莱山と役石の置き方

■口語訳

庭の中央に蓬莱山があるべきである。蓬莱山は亀の形なので、亀頭石、両手石、両脚石、尼崎の石を据えるべきである。これら立石のある様は最も大事である。この島を中島と言い、必ず松を植える。もっとも、松がなければ亀形の石を据える。

１０、不動石

· 概要

不動石の置き方

■口語訳

庭の滝口には必ず不動石がある。この石は滝副の石ともいう。その左右には童子石を立てる。あるいは二つ、四つ、八つと童子石をたてる。これは二童子、四童子、八童子と言う。不動石の下には石座石がある。すなわち不動明王は大盤石に座している故であろう。この石も有無不定である。

１１、二神石

· 概要

二神石の置き方

· 口語訳

庭の前の両側に二神石を立てるべきである。石の形によって二つ、三つ副石をすることがある。作者の考えによって決めるべきである。滝口に滝副石、水請石、水分石など言う石がある。分別して立てるべきである。そうじて滝口は庭の重要な要素である。
１２、川裾の役石

· 概要

川裾の役石の置き方

■口語訳

庭の川裾に水難石、波受石、水受石、水禦石、木葉返しの石など言う石がある。よく区別するべきである。

１３、二祥三吉

· 概要

庭の良い構成

■口語訳

庭には二つのめでたいこと、三つの良いことがある。二祥とは一つめに東南西の庭であること、二つ目に滝口の後ろに高山、大木があること、三吉とは一つ目に主人島に安居石を立ててこれをよく眺める事、二つ目に砂を敷くこと、三つ目は中島あるいは主人島に松を植えること。

１４、池

· 概要

池の形

■口語訳

庭の池でも滝口の水吐きの様に作るべきである。これは作者の心得である。

１５、吹上島

· 概要

吹上島の作り方

■口語訳

吹上島には、流れ、汐浜の風情があるべきである。この浜には立石はない。汐干潟、流洲などいずれも石（立石）はない。また水が出入りするほとりには、芦、杜若、菖蒲などを植える。

１６、律呂の石

· 概要

石の組み合わせ

· 律呂の石立とは、律はよくする事を言う。石が欠けている所へは副石を立て、弱い所（崩れやすい所）にも石を立て添えて威儀（＝おごそかでいかめしい態度）具足（物事が十分に備わっていること。揃い整っていること。

枕‐二七八「僧綱の中に威儀ぐそくしてもおはしまさで」）するを律という。呂とは一つづつ二ヶ所三ヶ所に立てることを言う。すでに人間の仁義礼智信をわきまえて前記のごとく行う物を律義者という。五常（仁義礼智信）に欠けて片落ちたる人（堕落者、おちこぼれ？）を呂の人という。仮に石一つとってもその形をよく理解して据えれば律なり。

１７、四石四花

· 概要

石組、樹木の組み合わせ

■四つの石、四つの花を一組にするのを嫌う。一つの石、一つの木草でも嫌う事がある。四石とは石を四つ立てないこと。四花とは花、木、などを四本植えず、一石とは仮によい形の石でも一つだけで立てるのではなく副石をすべきである。一木一草とは小庭でも木一本、草一つと植えず、幾つか植えるべきである。但し、大庭では数個の石が必ずある。よって、気にしなくてもよい。

１８、本所離別

· 概要

樹木の生来

■本来あるべき所と離れるのを嫌うことがある。深山に育つものを水辺に植えてはならないし、水辺に育つものを山に植えてはならない。また、枯木、冬木は庭に正対して正面に植えてはならない。冬木とは冬枯れ落ちる木のことである。紫竹は色がやや薄いので娥星女英の涙以上に染めてはいけないことである。

■リファレンス

· 紫竹　ハチクの栽培品種クロチクの色素がやや薄いもの

· 娥星女英　中国古代の王、尭(ぎょう)の長女と次女。共に舜につかえ、姉の娥皇は皇后に、妹の女英は妃になった。夫の没後、江湘の間で没したという。画題とされる。

１９、芭蕉と紫竹

■概要

芭蕉と紫竹の植え方

■口語訳

芭蕉は主人島には植えないし、また紫竹も植えない

２０、樹木の種類

· 概要

樹木の種類と生来

■植木の種類、栢、楓、山梔子は山にさいている。俊櫚、南天、槙、柏、五葉松、芙蓉、銀杏、伊吹、黄梅、躑躅などは島にさいている。椿、白檀、杉、柊樔、石南花、椎などは岸に又山にある。芝蘭、紫苑、菊、芍薬、石蕗などは谷間にさいている。大本、丁子、沈丁花、百合、藤の類は山路にさいている。

２１、石灯篭

· 概要

石燈篭の置き方

■口語訳

石灯籠を据える所は作る作者の意図によって品々ある。高さによって様々な伝えがある。それらは寸尺の事ではなく、庭の広狭によって、それに合うようにするべきであるといったものである。灯籠の灯はは泉や水を写す。灯籠の柱が四角ならば正面に見せるのではなく、少しかたむけて置くのがよい。

■往古貴人高位の山水を作り給ふ御人々には文徳天皇の山水は太政大臣良房卿の御作なり、宇多天皇昌秦三年御出家有て後、亭子院に移らせ給ふ、其時の山水は寛平法親王の御作なり、白河院の御時、新宮の山水は権大納言能信公の御作なり、太政入道福原の新内裏の山水は大蔵大輔喜盛の作り、後深草院の御子禅林寺殿御出家有て東山の山荘に山水を構へ給ふ、仁和寺菩薩院僧正心遍の御作なり、嵯峨天龍寺、西芳寺の山水は夢窓国師の御作なり、其外古より貴人高位の山水作り給ふ事幾千万とかや、か様の御人々山水を作り給ふ時、河原者普請を仕るなり、然るに鍛練して田舎へ下りて山水を作り始るなり、田舎の人々山水は河原者などの所作と心得ること愚なり、何として河原者内典外典より出たる深理を知るべきや、仮令田舎に作り有とも、貴人高位の御人々下りて作り給ふ事なし、唯、河原者石名五六七聞覚て夫を至極して田舎に作り置程に山水の見様さへも教へ知らする事なき故、山水には何れも習も法式もなき事と心得て面に庭を作りて石を立、木を植て、善悪を批判し語りあへし、是非とも是僻言なり、何ぞ況や三国は云に及ず、欲界天上に至迄、嗜愛有山水に法式なかるべきか、心得べき事なり。

■山水見様は先、客見物の時、客島に手をかけ、石の前に踞り右の手をつき、扨主人石の前にて左の手をつき何となき体にて見物し、又、礼拝石へ右の手をつき、中島より守護石を見、夫より滝口など次第に見終りて又客人石に左の手をつきて後退くなり。

■山水は諸仏影向の蓮台とする故に何れの悪き方にも作りて苦しからず、山水は則其云えの守護となる故、不浄をかくべからず、猶も地神を祭りて吉祥にすべし、然りと云へども山水の法式をも知らず、唯、推量に石を立、木を植などして守護にはなるべからず、能々心得べき事なり。

